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社会福祉法人すみなす会 金沢地域活動ホームりんごの森機関誌 平成29年 1月発行

新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、お健やかに新しい年をお迎えの

こととお慶び申し上げます。また、りんごの森も、皆様の暖かいご支援・ご協力により、新年をつ

つがなく迎えることが出来たものと感謝いたしております。

平成28年度の全国中学生人権作文コンテストの横浜市長賞を受賞された中学1年生の二本柳姫乃

さんの“続けて行く「力」”を読ませていただきました。

自閉症と思われる少年が路線バスに乗車中、独り言（少し大きな声での）に対して、同乗してい

た初老の男性が発した「うるさい、だまれ。」という怒り声によって、少年がパニックになってし

まった。しかし、二本柳さんを含めた他の同乗者は、誰一人として少年に声をかけたり、男性を注

意することが出来なかった。そのことを二本柳さんは悔いていて、もっと多くの人に障がいを知っ

てもらうこと、同じ気持ちを持つ人を認める心などを多く知ることで、選択肢が広がり、人を尊重

できるようになるのではないか？その「人を尊重し合える世界を広げていく」という思いを続けて

行くことが「力」だと書かれていました。

二本柳さんのお母様が以前に、障がい者と一緒にパン屋に勤めた経験があり、障がいを持つ人に

とって普段と異なることが起こったり、順番が変わるだけでも不安になってしまうことなどを母親

より聞いており、優しく小さな声で話した方が良いことを初老の男性に知らせなくてはいけない。

と思いつつ、実際には体が動かなかったとのことでした。

その時のバスに同乗していた人たちの情景が目に浮かぶようです。何かしてあげたいと思って

も、どうしたら良いのかが分からない。という話を良く伺います。

平成28年4月に施行された「障害者差別解消法」の施行に向けて横浜市が募集した障害者差別に

係わる事例等が横浜市のホームページに掲載されています。

二本柳さんの言われるように人を尊重し合えるためには、障がいを持つ方々が、どんな時に困っ

ているのか。また、どんな配慮がうれしかったのか。などを実際に知ることが出来る良い事例が掲

載されています。私も、“続けて行く「力」”を持ち続けていきたいと思います。

※横浜市差別解消法事例集

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/shogai/sabetsu-kaisyou/jirei/

施設長 佐々木 画生
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金沢区障害者福祉フェアとは横浜市の「法人型・区連携事業」として、金沢地域活動ホームりん

ごの森が主催となり「金沢区役所」「金沢区障がい福祉保健いきいきネット」「金沢区障害者地

域自立支援協議会」が後援、「金沢区障害者地域作業所連絡会」の協力を得て実施しています。

障害者が住みなれた街で、安全安心な生活を送れるよう、障害者・家族・支援者・区民等が一体

となって3つの事業を連携して実施しています。

「毎日新聞論説委員・野澤和弘さま」を講師

としてお招きし平成28年11月26日(土) 横浜

市立大学カメリアホールにて講演会が行われま

した。当日は天気にも恵まれ170名以上の方

が参加されました。参加された方からは、とて

も良い講演会で参考になる事例などが多かった

という話や、勉強になった、とても印象に残っ

たというご意見を頂きました。

皆様のご参加ありがとうございました！

金沢区障害者理解講座・講演会及びシンポジウム
～どんな命も輝いている障害のある人もない人も暮らしやすい街に～

みんなのギャラリー作品展

うすいまさとさんのライブ＆トーク
歌おう！いいところ応援歌！

～発達障害児者の見方を変えるメッセージ～

平成２８年1２月４日(日)～1２月1０日(土)

に、いきいきセンター金沢にて開催されまし

た。作品の鑑賞を通して、地域の方々に障害者

の持っている世界観を楽しんでもらうため、作

品を展示させてもらいました。

りんごの森でも利用者さん自身の作品や、他

施設の作品を鑑賞するために皆でお出かけする

機会を作りました。利用者さんも職員も皆さん

の作品を見て感心したり、自分の作品を説明し

てくれたりと楽しく鑑賞させてもらいました。

発達障害児と共に生きるシンガーソングライターのうすい

まさとさんが、平成29年1月29日（日）13時～横浜市

立大学金沢八景キャンパス シーガルホール３階にてライ

ブ＆トークを行ないます。参加費は無料ですので、是非ご

参加下さい！

お問合せはりんごの森まで！
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このスカートは先生

たちが考案されました。

後ろの紐で結ぶタイプです。

このスカートを着けると、

より楽しい気分

になります♪

私たちも、いつも元気な

先生たちの笑顔と明るい

声かけに、楽しさも倍増

しています。いつも楽し

いダンスをありがとうご

ざいます。これからも先

生たちとのダンスを楽し

みに待っています！

今年度初めての自立生活アシスタントの余暇企画を１１月２３日(水・祝)に行ないました。

今回の行き先は桜木町の野毛山動物園！１１名の自立生活アシスタント登録者の方が参加しました。

当日はあいにくの曇り空で寒い日でしたが、皆さん「久しぶりに動物園に来た！」等

話されており、楽しんでもらえたようです♪

余暇企画も平成２５年度から回数を重ねてきており、登録者内でも友達ができたり

個人的に遊びに行くメンバーもできたりしているようです。

こういった機会によって良い関係が作れているようでよかったな～ と担当職員は思っています。

りんごの森でボランティアをしていただいてる自彊術と車椅子・レクダンスの皆さんが、神奈
川県より表彰されました。各施設で車椅子ダンスを行なってくださっています。多年に渡るボランティ

ア活動を通して、社会福祉の増進に寄与されたことが今回表彰されました。

さて、自彊術とは何かご存知でしょうか。治療法が土台になっている体操ということに大きな特徴が

あります。日本にこの体操が生まれて100年にもなるそうです。リーダーの小池さんを始め、皆さん

は自彊術を始めて元気になった仲間と一緒に「自分たちが元気になるだけではなく、社会に還元・お礼

がしたい」というお気持ちでボランティアを始めたそうです。ボランティアをすることで皆さんが笑顔

になってくれることが一番嬉しいとお話してくださいました。
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〒236-0058

横浜市金沢区能見台東2-4

複合福祉施設・能見台ふれあい館１Ｆ

TEL 045-784-2709

FAX 045-784-2758

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL http://www.suminasu.or.jp/

ゆうちょ銀行 口座番号 00230 - 5 - 18765
社会福祉法人すみなす会後援会

すみなす会後援会加入のお願い

すみなす会での事業を支援するために後援会が組織

されています。

すみなす会後援会へのご加入をお願い申し上げます。

【後援会費】

・個人会員 １口 3,000円（何口でも可）

・法人会員 １口 10,000円（何口でも可）

【納入方法】 下記の口座に直接お振込みください。

企画名 日程 内容 対象 活動場所 申込締切

① シュウマイを作ろう 4/30(日)
10:00～13:00

調理
試食

地域在住成人 りんごの森
2/28
火曜日

② ちらし寿司を作ろう 5/14(日)
10:00～13:00

調理
試食

地域在住成人・
児童（小中高生）

りんごの森
3/31
金曜日

③ オービィ横浜へ行こう 6/4(日)
10:00～15:00

外出
昼食

地域在住成人 横浜市内

④ 動物パンを作ろう 6/18(日)
13:00～16:00

調理
試食

地域在住児童
（小中高生）

りんごの森

4/30
日曜日

【募集人数】各4名程度
【参加費】1,000円程度（実費徴収）、企画番号③は参加者各自のお小遣い制となります。
※余暇活動にお申込みをされる場合は、事前に生活支援事業の登録手続きをお願いいたします。
※上記全てりんごの森日中活動ご利用者と合同での企画です。
※お申込み時、企画番号・企画名・参加する方のお名前・ご連絡先を必ずお知らせください。

春休み中の下記指定日は昼食作り、お菓子作りを実施いたします。
プログラムに参加をご希望の方は以下を確認いただき、受付期間にお申込みください。
【実施日】平成２９年３月２７日(月)～３１日(金)、４月３日(月)・４日(火)

※土曜日・日曜日は一時ケアプログラムの実施はございません。
【プログラム】昼食作り １１時～１３時頃実施、昼食代３００円。

お菓子作り １３時～１５時頃実施、材料代１００円。
【お申込みについて】
★受付開始:２月１３日(月) ★受付締切:２月２４日(金) ☆決定通知発送:３月６日(月)
※利用が集中した日は別日に変更して頂くか時間短縮をご相談させて頂くこともございます。
ご理解･ご協力をお願い致します。

【余暇活動・春休み一時ケア申込・お問合せ先】
電話（784-2709）・ＦＡＸ（784-2758） 生活支援担当まで。

※電話受付：平日9時～17時にお願いいたします。


